
 

  公益社団法人神奈川県助産師会主催 

周産期医療ドラマ「コウノドリ」の医療監修で 

伝えたかったこと・気づいたこと 
 

2021年 10月2日（土）13：00～14：30 

オンライン開催 

参加者数：30名 

   神奈川県助産師会会員 20名 

   他府県会員 6名 非会員  4 名 

講  師：豊島勝昭 氏   

   神奈川県立こども医療センター 新生児科 部長 

 

主催者から 

ドラマや報道番組の映像と臨床で実践されているケアを交え，大変わかりやすいご講演でした。

参加者からのコメントにも表れているように，多くの方に聞いていただきたい内容でした。 

時には，涙を浮かべて参加されている方もいらっしゃいました。 

今回は残念ながらオンライン開催となりました。次の機会ではぜひ対面でご講演いただき、 

先生や先生が出会ったお母様やご家族から、さらに多くを教えていただきたいと感じました。 

 

参加者から 

・看護学生さんにもぜひ聞いていただきたい。同じ内容を子供達 

 や広い世代に聞かせたい。 

・とても大切なケアについて学びことができた。 

・とても感動する内容で、これからの原動力となりそうだ。 

 また聞きたい。 

・沢山の感動を頂いた。これからも様々な命と家族に向き合って 

 いきたいと思った。本当に貴重な講演だった。 

・悲しい出来事を悲しいことだけでなく、生まれてくれてありが 

 とうと思えるケアにしていることがとても素晴らしいと 

 思った。きちんとグリーフケアについて学びたいと思った。 


